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(57)【要約】
【課題】容器本体と中皿とで複数種類の収容材が分離し
て収容された容器入り物品体に関し、陳列場所に関係な
く消費者に対して中身をわかりやすくアピールすること
ができる容器入り物品体の構造を提供する。
【解決手段】第１収容材Ｍ１が収容された容器本体１０
と、容器本体内に分離自在に配置され第２収容材Ｍ２が
収容された中皿２０と、開口部１１を覆うトップフィル
ム３０とからなる容器入り物品体Ａであって、物品体は
、開口部の前側支持部５１と底部１９の後側支持部５２
とによって、開口部を覆うトップフィルムのフィルム面
３１が上向き傾斜状の正面側となり容器本体の底部側が
低い傾斜状に横置きＡｓ可能に構成されており、中皿は
物品体が横置きされた位置で容器本体内に設けられた保
持部１５に係止して保持されているとともに、少なくと
もその一部が正面側から透視できる切欠き空間部２９と
して形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底部、胴部及び開口部を有し第１収容材が収容された容器本体と、前記容器本体内に分
離自在に配置され第２収容材が収容された中皿と、前記容器本体の開口部を覆うトップフ
ィルムとからなる容器入り物品体であって、
　前記物品体は、前記開口部の前側支持部と前記底部の後側支持部とによって、前記開口
部を覆うトップフィルムのフィルム面が上向き傾斜状の正面側となり前記容器本体の底部
側が低い傾斜状に横置き可能に構成されており、
　前記中皿は前記物品体が横置きされた位置で前記容器本体内に設けられた保持部に係止
して保持されているとともに、少なくともその一部が正面側から透視できる切欠き空間部
として形成されている
　ことを特徴とする容器入り物品体の構造。
【請求項２】
　前記開口部の前側支持部が横置き時に水平な直線部として構成された請求項１に記載の
容器入り物品体の構造。
【請求項３】
　前記容器本体の胴部に横置き時に底部となる平面部を有する請求項１又は２に記載の容
器入り物品体の構造。
【請求項４】
　前記中皿は前記容器本体の保持部に横置き時の下部となる側のトップフィルムに対する
載置空間幅が、上部となる側よりも狭くなる傾斜状に保持されている請求項１ないし３の
いずれか１項に記載の容器入り物品体の構造。
【請求項５】
　前記物品体の横置き時に前記切欠き空間部が前記中皿の下部側に形成される請求項１な
いし４のいずれか１項に記載の容器入り物品体の構造。
【請求項６】
　前記中皿は前記切欠き空間部側の外縁部に前記第２収容材のための落下防止部を有する
請求項１ないし５のいずれか１項に記載の容器入り物品体の構造。
【請求項７】
　前記落下防止部の上端が前記トップフィルムの裏面への当接部として構成された請求項
６に記載の容器入り物品体の構造。
【請求項８】
　前記第１収容材が主食材であり、前記第２収容材が副食材である請求項１ないし７のい
ずれか１項に記載の容器入り物品体の構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、第１収容材が収容された容器本体と、容器本体内に分離自在に配置され第
２収容材が収容された中皿と、容器本体の開口部を覆うトップフィルムとからなる容器入
り物品体に関し、特には店頭での陳列を改善可能とした容器入り物品体の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンビニエンスストアやスーパーマーケット等では、食品類、雑貨類、玩具類、部品類
等、多彩な種類の物品の販売に際し、適宜の容器に物品を収容して店頭に陳列することが
ある。例えば、食品類において、蕎麦、うどん、パスタ等の麺類や、牛丼、親子丼、カツ
丼等の丼類では、麺やご飯等の主食材が収容された容器本体内に、具材等の副食材が収容
された中皿が分離自在に配置される容器が使用されることがある（例えば、特許文献１参
照。）。
【０００３】
　この種の容器によると、容器本体に主食材を収容し、容器本体の開口部近傍に中皿を配
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置して、この中皿に適宜の具材を載せ、最後に容器本体の開口部を蓋体で覆って封止する
こととなる。蓋体は、収容される食材の種類等に応じて、容器本体の開口部に嵌合される
嵌合蓋や、開口部にヒートシールや接着剤等で接着されるトップフィルム等が選択される
。特に、トップフィルムによる開口部の封止は、密閉性が高く、輸送時や店頭陳列時等で
の食材の脱落等のおそれがない。
【０００４】
　このように、容器本体と中皿とによって主食材と副食材とが分離して収容されることに
より、店頭陳列時に食材同士の混合を抑えることができ、できたての風味や食感に近づけ
ることが可能であり、食材が混合されずに整然と配置されて見栄えもよくなる。また、食
品類に限らず、雑貨類、玩具類、部品類等の他の物品体においても、この容器を用いるこ
とにより、複数種類の収容材（内容物）の混合を避けて、見栄えよく整然と収容すること
ができる。
【０００５】
　しかしながら、この種の商品は、容器上面のトップフィルムが透明樹脂で構成され、容
器本体が発泡樹脂製や紙製等の不透明な材質より構成されるため、商品の上からしか中身
を見ることができない。そのため、店頭の陳列棚に平積み状態で並べられて陳列された場
合、陳列棚の下段の商品は上から見ることができて中身が分かり易いが、棚の中段ないし
上段の商品は側面からしか見ることができず中身を把握しにくいという問題がある。また
、容器本体を透明な材料で構成したとしても、陳列棚の上段や中段では容器側面から商品
の中身を見るため、中皿上の収容材を見ることは困難である。販売者側からすると、中身
が把握しにくい中段や上段の商品は消費者に対するアピール力が弱くその結果売上げが伸
びない商品となるおそれがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実用新案登録第３１３３０９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前記の点に鑑みなされたものであり、容器本体と中皿とで複数種類の収容材
が分離して収容された容器入り物品体に関し、陳列場所に関係なく消費者に対して中身を
わかりやすくアピールすることができる容器入り物品体の構造を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　すなわち、請求項１の発明は、底部、胴部及び開口部を有し第１収容材が収容された容
器本体と、前記容器本体内に分離自在に配置され第２収容材が収容された中皿と、前記容
器本体の開口部を覆うトップフィルムとからなる容器入り物品体であって、前記物品体は
、前記開口部の前側支持部と前記底部の後側支持部とによって、前記開口部を覆うトップ
フィルムのフィルム面が上向き傾斜状の正面側となり前記容器本体の底部側が低い傾斜状
に横置き可能に構成されており、前記中皿は前記物品体が横置きされた位置で前記容器本
体内に設けられた保持部に係止して保持されているとともに、少なくともその一部が正面
側から透視できる切欠き空間部として形成されていることを特徴とする容器入り物品体の
構造に係る。
【０００９】
　請求項２の発明は、前記開口部の前側支持部が横置き時に水平な直線部として構成され
た請求項１に記載の容器入り物品体の構造に係る。
【００１０】
　請求項３の発明は、前記容器本体の胴部に横置き時に底部となる平面部を有する請求項
１又は２に記載の容器入り物品体の構造に係る。
【００１１】
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　請求項４の発明は、前記中皿は前記容器本体の保持部に横置き時の下部となる側のトッ
プフィルムに対する載置空間幅が、上部となる側よりも狭くなる傾斜状に保持されている
請求項１ないし３のいずれか１項に記載の容器入り物品体の構造に係る。
【００１２】
　請求項５の発明は、前記物品体の横置き時に前記切欠き空間部が前記中皿の下部側に形
成される請求項１ないし４のいずれか１項に記載の容器入り物品体の構造に係る。
【００１３】
　請求項６の発明は、前記中皿は前記切欠き空間部側の外縁部に前記第２収容材のための
落下防止部を有する請求項１ないし５のいずれか１項に記載の容器入り物品体の構造に係
る。
【００１４】
　請求項７の発明は、前記落下防止部の上端が前記トップフィルムの裏面への当接部とし
て構成された請求項６に記載の容器入り物品体の構造に係る。
【００１５】
　請求項８の発明は、前記第１収容材が主食材であり、前記第２収容材が副食材である請
求項１ないし７のいずれか１項に記載の容器入り物品体の構造に係る。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１の発明に係る容器入り物品体によると、底部、胴部及び開口部を有し第１収容
材が収容された容器本体と、前記容器本体内に分離自在に配置され第２収容材が収容され
た中皿と、前記容器本体の開口部を覆うトップフィルムとからなる容器入り物品体であっ
て、前記物品体は、前記開口部の前側支持部と前記底部の後側支持部とによって、前記開
口部を覆うトップフィルムのフィルム面が上向き傾斜状の正面側となり前記容器本体の底
部側が低い傾斜状に横置き可能に構成されており、前記中皿は前記物品体が横置きされた
位置で前記容器本体内に設けられた保持部に係止して保持されているとともに、少なくと
もその一部が正面側から透視できる切欠き空間部として形成されているため、陳列時に横
置きすることによって、第２収容材を正面側から視認できると同時に、当該中皿の切欠き
空間部から容器本体内の第１収容材が透視でき、陳列場所に関係なく消費者に対して容器
全体の中身をわかりやすくアピールすることができる。また、容器本体の底部側が低い傾
斜状に横置き可能に構成されることにより、第１収容材に水分が多い物が入った場合にも
正面に液体が来るのを抑制し、見栄えを損なわない効果がある。
【００１７】
　請求項２の発明に係る容器入り物品体によると、請求項１の発明において、前記開口部
の前側支持部が横置き時に水平な直線部として構成されたため、横置き時の容器物品体の
安定性が向上し、陳列作業も容易となる。
【００１８】
　請求項３の発明に係る容器入り物品体によると、請求項１又は２の発明において、前記
容器本体の胴部に横置き時に底部となる平面部を有するため、物品体の横置き時の形態に
安定感がありかつ美麗で消費者に対するアピール力が高い。また平置き時、横置き時に関
わらず容器側面の一部に平面部を設けた形状は、この種容器の形状として新奇であり新鮮
でアピール性がある。
【００１９】
　請求項４の発明に係る容器入り物品体によると、請求項１ないし３の発明において、前
記中皿は前記容器本体の保持部に横置き時の下部となる側のトップフィルムに対する載置
空間幅が、上部となる側よりも狭くなる傾斜状に保持されているために、横置き時におい
ても中皿に載置される第２収容材が重力で下部に凝集することが回避され、第２収容材の
陳列効果が高められる。
【００２０】
　請求項５の発明に係る容器入り物品体によると、請求項１ないし４の発明において、前
記物品体の横置き時に前記切欠き空間部が前記中皿の下部側に形成されるため、容器本体
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内の第１収容材の視認が容易となる。
【００２１】
　請求項６の発明に係る容器入り物品体によると、請求項１ないし５の発明において、前
記中皿は前記切欠き空間部側の外縁部に前記第２収容材のための落下防止部を有するため
、横置き時においても中皿に載置された第２収容材が中皿から落下することが回避され、
第２収容材の陳列効果が高められる。
【００２２】
　請求項７の発明に係る容器入り物品体によると、請求項６の発明において、前記落下防
止部の上端が前記トップフィルムの裏面への当接部として構成されたため、横置き時にお
ける第２収容材の落下が完全に防止され、第２収容材の陳列効果がより高められる。
【００２３】
　請求項８の発明に係る容器入り物品体によると、請求項１ないし７の発明において、前
記第１収容材が主食材であり、前記第２収容材が副食材であるため、主食材と副食材の混
合を避けてできたての食味に近づけることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施例に係る容器入り物品体の横置き状態の斜視面である。
【図２】図１の容器入り物品体の横置き状態の縦断面図である。
【図３】図１の容器の平置き状態のトップシール開放時の全体斜視図である。
【図４】図３の容器の平置き状態の分解斜視図である。
【図５】容器本体の縦断面図である。
【図６】トップフィルムのヒートシール方法の概略図である。
【図７】平面視円弧状の容器本体に横置き時の下部側に切欠き空間部が形成されるように
中皿が保持された容器入り物品体の正面図である。
【図８】平面視円弧状の容器本体に横置き時の上部側に切欠き空間部が形成されるように
中皿が保持された容器入り物品体の正面図である。
【図９】平面視円弧状の容器本体に横置き時の左右両側に切欠き空間部が形成されるよう
に中皿が保持された容器入り物品体の正面図である。
【図１０】平面視円弧状の容器本体に横置き時の上部側を斜めに開放した切欠き空間部が
形成されるように中皿が保持された容器入り物品体の正面図である。
【図１１】平面視四角形状の容器本体に横置き時の下部側に切欠き空間部が形成されるよ
うに中皿が保持された容器入り物品体の正面図である。
【図１２】平面視四角形状の容器本体に横置き時の上部側に切欠き空間部が形成されるよ
うに中皿が保持された容器入り物品体の正面図である。
【図１３】平面視四角形状の容器本体に横置き時の左右両側に切欠き空間部が形成される
ように中皿が保持された容器入り物品体の正面図である。
【図１４】平面視四角形状の容器本体に横置き時の上部側を斜めに開放した切欠き空間部
が形成されるように中皿が保持された容器入り物品体の正面図である。
【図１５】平面視四角形状の容器本体に横置き時の上部側から内部側へ切込状に切欠き空
間部が形成されるように中皿が保持された容器入り物品体の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１～４に示す本発明の一実施例に係る容器入り物品体Ａは、コンビニエンスストアや
スーパーマーケット等で販売される食品類、雑貨類、玩具類、部品類等の物品のうち、特
に複数種類の収容材（内容物）を分離して収容した容器１を含む物品体である。容器１は
、開口部１１と胴部１２と底部１９とを有し第１収容材Ｍ１が収容された容器本体１０と
、容器本体１０内に分離自在に配置され第２収容材Ｍ２が収容された中皿２０と、容器本
体１０の開口部１１を覆うトップフィルム３０とからなる。なお、図３，４において、第
１収容材Ｍ１及び第２収容材Ｍ２は図示を省略している。
【００２６】
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　以下の各実施例では、容器１に収容される物品を、蕎麦、うどん、冷やし中華、パスタ
サラダ等の麺類、親子丼、中華丼、牛丼等の丼物（弁当）類等の食品類とし、第１収容材
Ｍ１は麺やご飯等の主食材、第２収容材Ｍ２は具材や加薬、粉末状や液体状のスープ類等
の副食材として説明する。なお、第１収容材Ｍ１や第２収容材Ｍ２は、上記列挙した例に
限定されるものではなく、物品の種類等に応じて適宜の物品（食材）が選択される。
【００２７】
　容器１は、例えば合成樹脂シートの成形体からなる。容器１を構成する合成樹脂シート
としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリエチレンテレフタレート
等の熱可塑性樹脂のシート、さらにはポリ乳酸等の生分解性樹脂の熱可塑性樹脂のシート
等が挙げられる。前記の合成樹脂シートは真空成形により図示をはじめとする各種形状に
成形される。合成樹脂シートの厚さは適宜ではあるものの、概ね１ｍｍ以下の厚さである
。
【００２８】
　容器１を構成する容器本体１０、中皿２０、トップフィルム３０の組み合わせにおいて
、それぞれ同一材料で形成してもよいし、異なる材料で形成してもよい。特に、容器１を
構成する容器本体１０、中皿２０、トップフィルム３０のうち、トップフィルム３０は、
容器内部が透視可能となる透明な材料で構成される。なお、容器本体１０は、合成樹脂シ
ート等の可撓性素材に限らず、金属製、ガラス製、木製、紙製であってもよい。構成材料
の種類は、用途、内容物、包装対象により適宜選択される。
【００２９】
　この発明の物品体Ａは、図１及び図２に示したように、開口部１１の前側支持部５１と
底部１９の後側支持部５２とによって、トップフィルム３０のフィルム面３１が上向き傾
斜状の正面側３１ｓとなり、容器本体１０の底部１９側が低い傾斜状１９ｓに横置き（Ａ
ｓ）可能に構成されている。以下詳述する。
【００３０】
　容器本体１０は、第１収容材Ｍ１を収容する部材であり、図３～５に示すように、通常
の平置き時（喫食時を含む）には、底部１９と平行な開口部１１を有するカップ形状から
なり、開口部１１に直線部１１Ｌを有し、この直線部１１Ｌに対応する胴部１２の一部が
平面部１３として形成されている。容器本体１０のカップ形状としては、開口部１１の直
線部１１Ｌと平面部１３とが形成されていれば、他の部分の形状は特に限定されるもので
はなく、例えば、平面視円弧形状（略半円形状）や、平面視四角形状等の平面視多角形状
等の適宜の形状とすることができる。図示の例では、容器本体１０は平面視略半円形状に
形成されており、胴部１２の平面部１３以外の面部１４が湾曲面１４ａとされている。図
において、符号１７は開口部１１に外側へ張り出して形成された容器鍔部である。
【００３１】
　この容器本体１０では、図４，５からよく解るように、開口部１１近傍の胴部１２の内
面部に、後述する中皿２０のための保持部１５が設けられている。この中皿２０の保持部
１５は、開口部１１近傍の内面部にそって延設された段部からなり、容器本体１０の直線
部１１Ｌ側の段部１６ａが開口部１１寄りに位置しかつ直線部１１Ｌの反対側の段部１６
ｂが底部１９寄りに位置するように傾斜して形成されている。例えば、図５に示すように
、通常の平置き時において、保持部１５は直線部１１Ｌ側（段部１６ａ）から直線部１１
Ｌの反対側（段部１６ｂ）に底部１９側へ傾斜するように形成される。図において、符号
１６ｅは保持部１５の端部、１６ｓは保持部１５の傾斜部である。
【００３２】
　中皿２０は、第２収容材Ｍ２が収容（載置）されて第１収容材Ｍ１と分離する部材であ
る。この中皿２０は、容器本体１０の開口部１１の形状に対応してその一部が切り欠かれ
た平面視形状からなり、容器本体１０の開口部１１の一部を被覆するように容器本体１０
の保持部１５により所定位置に保持される。中皿２０は、第２収容材Ｍ２が載置される皿
面２１と、皿面２１の外縁部に段状にせり上がって形成された載置段部２２と、皿面２１
の後述する切欠き空間部２９側の外縁部２１ａに載置段部２２よりさらに突出して設けら
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れた突条部２３とを有する。皿面２１には、補強や載置される第２収容材Ｍ２の保持等の
ためのリブ２４が必要に応じて複数形成される。この中皿２０により、第１収容材Ｍ１と
第２収容材Ｍ２とを分離して混合を回避することができ、店頭販売時等での見栄えのよさ
を演出することができる。特に、第１収容材Ｍ１が主食材、第２収容材Ｍ２が副食材の場
合、両者の混合を避けてできたての食味に近づけることができる。
【００３３】
　トップフィルム３０は、容器本体１０の開口部１１を覆って密封する透明の樹脂フィル
ムである。実施例のトップフィルム３０は、外縁部３２が容器本体１０の開口部１１の形
状に対応した形状とされ、開口部１１の直線部１１Ｌに対応する直線部３２Ｌを有する。
図において、符号３１はトップフィルムのフィルム面、３３は外縁部３２の角部に設けら
れてトップフィルム３０を開口部１１から剥離しやすくするつまみ部である。
【００３４】
　トップフィルム３０は、例えば、図６に示すように、ヒートシール装置１００を用いて
公知のヒートシール方法により、容器本体１０の開口部１１の容器鍔部１７に対して接着
される。ヒートシール装置１００は、容器本体１０にフィルム体Ｆ５を熱融着させるヒー
トシール手段１１０と、容器本体１０に熱融着されたフィルム体Ｆを切断してトップフィ
ルム３０を形成するトリミング手段１２０とを備える。図において、符号１０１は容器本
体を保持するシールバケット、１１１はヒートシール手段１１０のシールヘッド、１２１
はトリミング手段１２０の切断刃、Ｆ１はフィルム体Ｆの供給側フィルムロール、Ｆ２は
フィルム体Ｆの巻取り側フィルムロールである。
【００３５】
　ヒートシール装置１００では、まず、容器本体１０内に第１収容材Ｍ１が収容されると
ともに第２収容材Ｍ２を収容した中皿２０が容器本体１０内に配置される。この容器本体
１０は、シールバケット１０１に設置され、ヒートシール手段１１０へ搬送される。ヒー
トシール手段１１０は、搬送された容器本体１０が、供給側フィルムロールＦ１から供給
されたフィルム体Ｆの下方に配置された後、フィルム体Ｆの上方からシールヘッド１１１
を下降させてフィルム体Ｆを容器本体１０の容器鍔部１７に押圧し、熱融着させる。
【００３６】
　次に、フィルム体Ｆが熱融着された容器本体１０は、フィルム体Ｆとともにトリミング
手段１２０へ搬送される。トリミング手段１２０では、容器本体１０の開口部１１外縁に
対応して配置された切断刃１２１により、開口部１１に沿ってフィルム体Ｆが切断される
。これにより、容器本体１０の開口部１１にトップフィルム３０が形成され、物品体Ａが
得られる。切断後の残ったフィルム体Ｆは巻取り側フィルムロールＦ２に巻き取られる。
なお、トップフィルム３０は、ヒートシールに限らず、公知の接着剤等により容器本体１
０の開口部１１に接着することも可能である。
【００３７】
　本発明の物品体Ａは、図１，２に示したように、開口部１１の前側支持部５１と底部１
９の後側支持部５２とによって、トップフィルム３０のフィルム面３１が上向き傾斜状の
正面側３１ｓとなり、容器本体１０の底部１９側が低い傾斜状１９ｓに横置き（Ａｓ）さ
れることにより、陳列効果が高められるものである。
【００３８】
　前側支持部５１及び後側支持部５２は、横置き時の物品体Ａｓの接地部分である。前側
支持部５１は、図示の実施例では容器本体１０の開口部１１の直線部１１Ｌに相当する。
この直線部１１Ｌからなる前側支持部５１は横置き時に水平となるように構成されるので
、横置き時の物品体Ａｓの安定性が向上する。また、後側支持部５２は、実施例では容器
本体１０の底部１９と平面部１３との接合部分に相当する。この横置き時では、容器本体
１０の平面部１３が底部となる。そのため、容器側面である平面部１３は接地せず、横置
き状態が不安定となることがない。特に、横置き時の平面部１３は、トップフィルム３０
側から底部１９側へ下るように傾斜（１３ｓ）するため、例えば第１収容材Ｍ１が水分を
多く含む食材等であった場合等でも、図２に破線Ｄで示したように、水分が底部１９側へ
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集まる。これにより、横置きされた物品体Ａｓの正面（３１ｓ）となるトップフィルム３
０側にしずく等の液分がたまることが抑制され、見栄えのよい陳列状態を演出することが
できる。
【００３９】
　また、中皿２０は、物品体Ａが横置き（Ａｓ）された位置で容器本体１０に設けられた
保持部１５に係止して保持されているとともに、少なくともその一部が正面側（３１ｓ）
から透視Ｗできる切欠き空間部２９として形成されている。この切欠き空間部２９は、容
器本体１０の開口部１１において中皿２０により被覆されずに透視Ｗ可能に開放された空
間部分である。そのため、横置き時でも切欠き空間部２９を介して容器本体１０内の第１
収容材Ｍ１を見ることができる。従って、横置きにより、容器本体１０内の第１収容材Ｍ
１と中皿２０上の第２収容材Ｍ２の双方を消費者に見せることができる。
【００４０】
　ちなみに、実施例のように、容器本体１０の胴部１２に横置き時（Ａｓ）に底部となる
平面部１３を形成した場合には、横置き時の物品体Ａｓの形態に安定感がありかつ美麗で
消費者に対するアピール力が高くなる。また平置き時、横置き時に関わらず胴部１２の一
部に平面部１３を設けた形状は、この種容器の形状として新奇であり新鮮でアピール性が
ある。
【００４１】
　また、中皿２０は、容器本体１０の平面部１３以外の面部１４（湾曲面１４ａ）に傾斜
して形成された保持部１５の傾斜部１６ｓに載置されていることにより、横置き時の下部
となる側の載置空間幅ｔが狭くなる傾斜状（２０ｓ）に保持される。すなわち、図２のよ
うに、実施例では、中皿２０ｓは傾斜部１６ｓに横置きＡｓ時の下部となる側のトップフ
ィルム３０に対する載置空間幅ｔが上部となる側よりも狭くなる傾斜状に保持されている
ので、横置き時（Ａｓ）に中皿２０の載置物品である第２収容材Ｍ２が重力で下部に凝集
することが回避されて、第２収容材Ｍ２の陳列効果が向上する。
【００４２】
　さらに、中皿２０では、切欠き空間部２９側の外縁部２１ｆに設けられた突条部２３が
、第２収容材Ｍ２のための落下防止部２５として機能する。すなわち、突条部２３が切欠
き空間部２９側の外縁部２１ｆのほぼ全体にわたってトップフィルム３０のフィルム面３
１側へ突出した状態となるため、中皿２０の第２収容材Ｍ２が中皿２０からはみ出したり
落下することが回避され、第２収容材Ｍ２の陳列効果が高められる。
【００４３】
　加えて、図２に図示のように、この落下防止部２５の上端２５ａをトップフィルム３０
のフィルム面３１の裏面への当接部として構成することによって、横置き時（Ａｓ）にお
ける第２収容材Ｍ２の切欠き空間部２９側への落下が完全に防止され、第２収容材Ｍ２の
陳列効果がより高められる。
【００４４】
　ここで、図７～１５を用いて、容器本体１０や中皿２０の形状、中皿２０の保持位置等
のバリエーションについて説明する。なお、図７～１５では、トップフィルム３０、第１
収容材Ｍ１、第２収容材Ｍ２の図示は省略している。
【００４５】
　図７は、平面視円弧状の容器本体１０Ａに横置き時の下部側に切欠き空間部２９Ａが形
成されるように中皿２０Ａが保持された物品体Ａ１の例である。この物品体Ａ１において
、容器本体１０Ａは、胴部１２のうち平面部１３以外の他の面部１４が湾曲面１４ａとし
て形成され、胴部１２の湾曲面１４ａにそった略半円状の保持部１５Ａを有する。略半円
状の保持部１５Ａは、直線部１１Ｌ側の段部１６ａが平面部１３から離隔した位置に形成
された両側の端部１６ｅ，１６ｅであり、両側の端部１６ｅ，１６ｅから円弧状の傾斜部
１６ｓが直線部１１Ｌの反対側（１６ｂ）へ向かって底部１９側へ傾斜して形成される。
【００４６】
　中皿２０Ａは、図７に示すように、容器本体１０Ａの開口部１１の直線部１１Ｌの反対
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側を被覆し直線部１１Ｌ側を開放して、その開放部分を切欠き空間部２９Ａとする平面視
略半円状に形成される。中皿２０Ａの下部側の直線状の外縁部が切欠き空間部２９Ａ側の
外縁部２１ａであり、外縁部２１ａにそって中皿２０Ａの下部側に落下防止部２５である
突条部２３Ａが設けられている。
【００４７】
　図１，２に示す横置き時の物品体Ａｓにおいて、中皿２０Ａは、略半円状の保持部１５
Ａの各端部１６ｅ，１６ｅに係止されて中吊状に保持され、その下部側が切欠き空間部２
９Ａとされる。そこで消費者は、切欠き空間部２９Ａを介して横置き時の底部側である平
面部１３を透視することができるため、容器本体１０内の第１収容材の視認が容易となる
。また、中皿２０Ａの下部側に設けられた落下防止部２５である突条部２３Ａは、中皿２
０Ａの下部側全体にわたってトップフィルム側へ略水平に突出し、上端全体がトップフィ
ルムの裏面への当接部として構成される。そのため、横置き時の第２収容材の落下を防止
することができる。
【００４８】
　図８は、平面視円弧状の容器本体１０Ｂに横置き時の上部側に切欠き空間部２９Ｂが形
成されるように中皿２０Ｂが保持された物品体Ａ２の例である。この物品体Ａ２において
、容器本体１０Ｂは、胴部１２のうち平面部１３以外の他の面部１４が湾曲面１４ａとし
て形成され、平面部１３と該平面部１３の両端に連接する湾曲面の一部にわたって形成さ
れた略Ｕ字状の保持部１５Ｂを有する。略Ｕ字状の保持部１５Ｂは、平面部１３に直線部
１１Ｌ側の段部１６ａが配置され、段部１６ａの両端から円弧状の傾斜部１６ｓ，１６ｓ
がそれぞれ延設される。直線部１１Ｌの反対側の段部１６ｂは、傾斜部１６ｓ，１６ｓの
各端部１６ｅ、１６ｅである。
【００４９】
　中皿２０Ｂは、容器本体１０Ｂの開口部１１の直線部１１Ｌ側を被覆し直線部１１Ｌの
反対側を開放して、その開放部分を切欠き空間部２９Ｂとする平面視略横帯状に形成され
る。中皿２０Ｂの上部側の直線状の外縁部が切欠き空間部２９Ｂ側の外縁部２１ａであり
、外縁部２１ａにそって中皿２０Ｂの上部側に落下防止部２５である突条部２３Ｂが設け
られている。
【００５０】
　物品体の横置きに際して、中皿２０Ｂは、容器本体１０Ｂの略Ｕ字状の保持部１５Ｂに
保持されて、その上部側が切欠き空間部２９Ｂとされる。そこで消費者は、切欠き空間部
２９Ｂを介して容器本体１０Ｂの開口部１１の上部側からその内部の第１収容材を視認す
ることができる。また、中皿２０Ｂの上部側に設けられた落下防止部２５である突条部２
３Ｂは、中皿２０Ｂの上部側全体にわたってトップフィルム側へ略水平に突出し、上端全
体がトップフィルムの裏面への当接部として構成される。そして、通常の平置き時には、
中皿の２０Ｂは、保持部１５Ｂの各端部１６ｅ、１６ｅに係止されて切欠き空間部２９Ｂ
側の外縁部２１ａが容器本体１０Ｂの底部１９側へ傾斜するため、落下防止部２５である
突条部２３Ｂは、平置き時における第２収容材の落下を防止することができる。
【００５１】
　図９は、平面視円弧状の容器本体１０Ｃに横置き時の左右両側に切欠き空間部２９Ｃが
形成されるように中皿２０Ｃが保持された物品体Ａ３の例である。この物品体Ａ３におい
て、容器本体１０Ｃは、胴部１２のうち平面部１３以外の他の面部１４が湾曲面１４ａと
して形成され、平面部１３側と、平面部１３と対向する胴部１２（湾曲面１４ａ）の２箇
所の段部からなる保持部１５Ｃを有する。保持部１５Ｃは、平面部１３の一部に形成され
た直線部１１Ｌ側の段部１６ａと、段部１６ａに対向する胴部１２に形成された直線部１
１Ｌの反対側の段部１６ｂである傾斜部１６ｓとで構成される。
【００５２】
　中皿２０Ｃは、容器本体１０Ｃの開口部１１の直線部１１Ｌ側から直線部１１Ｌの反対
側の中央部分を被覆し左右両側の２箇所を開放して、各開放部分を切欠き空間部２９Ｃ，
２９Ｃとする平面視略縦帯状に形成される。中皿２０Ｃの左右両側の直線状の外縁部が左
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右の切欠き空間部２９Ｃ，２９Ｃ側の外縁部２１ａ，２１ａであり、各外縁部２１ａ，２
１ａにそって中皿２０Ｃの左右両側に落下防止部２５である突条部２３Ｃ，２３Ｃが設け
られている。
【００５３】
　容器の横置きに際して、中皿２０Ｃは、容器本体１０Ｃの保持部１５Ｃの直線部１１Ｌ
側の段部１６ａと直線部１１Ｌの反対側の段部１６ｂとの間に架設状態で保持されて、そ
の左右両側が左右の切欠き空間部２９Ｃ，２９Ｃとされる。そこで消費者は、容器本体１
０Ｃの開口部１１の左右両側の上下全体にわたってその内部の第１収容材を視認すること
ができる。また、中皿２０Ｃは、通常の平置き時に直線部１１Ｌの反対側に下るように傾
斜するため、左右両側の突条部２３Ｃ，２３Ｃの高さが直線部１１Ｌ側ほど低くなるよう
に形成される。そのため、落下防止部２５である突条部２３Ｃ，２３Ｃは、横置き時及び
平置き時の双方で第２収容材の落下を防止することができる。
【００５４】
　図１０は、平面視円弧状の容器本体１０Ｄに横置き時の上部側を斜めに開放した切欠き
空間部２９Ｄが形成されるように中皿が保持された物品体Ａ４の例である。この物品体Ａ
４において、容器本体１０Ｄは、胴部１２のうち平面部１３以外の他の面部１４が湾曲面
１４ａとして形成され、平面部１３と、該平面部１３の一端側から湾曲面にそって長く延
設されかつ他端側から湾曲面にそって短く延設された略し字状の保持部１５Ｄを有する。
保持部１５Ｄは、平面部１３に直線部１１Ｌ側の段部１６ａが配置され、段部１６ａの一
端側から円弧状の長い傾斜部１６ｌと、段部１６ａの他端側から円弧状の短い傾斜部１６
ｍとがそれぞれ延設される。直線部１１Ｌの反対側の段部１６ｂは、長い傾斜部１６ｌの
端部１６ｅである。
【００５５】
　中皿２０Ｄは、容器本体１０Ｄの開口部１１の直線部１１Ｌ側を被覆し直線部１１Ｌの
反対側の一方（図の例では右側）を斜め方向に開放して、その開放部分を切欠き空間部２
９Ｄとする平面視略扇状に形成される。中皿２０Ｄの斜め方向の直線状の外縁部が切欠き
空間部２９Ｄ側の外縁部２１ａであり、外縁部２１ａにそって中皿２０Ｄの上部側から一
側部（図の例では右側部）にわたって落下防止部２５である突条部２３Ｄが設けられてい
る。
【００５６】
　容器の横置きに際して、中皿２０Ｄは、容器本体１０Ｄの略し字状の保持部１５Ｄに保
持されて、その斜め上部側（図の例では右斜め上部側）が切欠き空間部２９Ｄとされる。
そこで消費者は、切欠き空間部２９Ｄを介して容器本体１０Ｄの開口部１１の上部側から
一側方（右側方）にわたってその内部の第１収容材を視認することができる。また、中皿
２０Ｄの斜め上部側に設けられた落下防止部２５である突条部２３Ｄは、中皿２０Ｄの上
部側から一側方にわたってトップフィルム側へ突出し、上端全体がトップフィルムの裏面
への当接部として構成される。そして、通常の平置き時には、中皿の２０Ｄは、保持部１
５Ｄの各端部１６ｅ、１６ｅに係止されて直線部１１Ｌの反対側に下るように傾斜するた
め、突条部２３Ｄの高さが直線部１１Ｌ側ほど低くなるように形成される。そのため、落
下防止部２５である突条部２３Ｄは、横置き時及び平置き時の双方で第２収容材の落下を
防止することができる。
【００５７】
　図１１は、平面視四角形状の容器本体１０Ｅに横置き時の下部側に切欠き空間部２９Ｅ
が形成されるように中皿２０Ｅが保持された物品体Ａ５の例である。この物品体Ａ５では
、容器本体１０Ｅが胴部１２のうち平面部１３以外の他の面部１４が平坦面１４ｂ，１４
ｃ，１４ｄとして形成された平面視四角形状であり、開口部１１の下部側に切欠き空間部
２９Ｅが配置されるように保持部１５Ｅ及び中皿２０Ｅを容器本体１０Ｅの形状に対応さ
せた以外は、前記物品体Ａ１と同様に構成される。図において、符号２３Ｅは中皿２０Ｅ
の切欠き空間部２９Ｅ側の外縁部２１ａに設けられた突条部である。
【００５８】
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　物品体Ａ５では、前記物品体Ａ１と同様に、横置きに際して、中皿２０Ｅが保持部１５
Ｅの各端部１６ｅ，１６ｅに係止されて中吊状に保持され、その下部側が切欠き空間部２
９Ｅとされるため、消費者が切欠き空間部２９Ｅを介して容器本体１０内の第１収容材を
容易に視認することができる。また、中皿２０Ｅの下部側に設けられた落下防止部２５で
ある突条部２３Ｅにより、横置き時の第２収容材の落下を防止することができる。
【００５９】
　図１２は、平面視四角形状の容器本体１０Ｆに横置き時の上部側に切欠き空間部２９Ｆ
が形成されるように中皿２０Ｆが保持された物品体Ａ６の例である。この物品体Ａ６では
、容器本体１０Ｆが胴部１２のうち平面部１３以外の他の面部１４が平坦面１４ｂ，１４
ｃ，１４ｄとして形成された平面視四角形状であり、開口部１１の上部側に切欠き空間部
２９Ｆが配置されるように保持部１５Ｆ及び中皿２０Ｆを容器本体１０Ｆの形状に対応さ
せた以外は、前記物品体Ａ２と同様に構成される。図において、符号２３Ｆは中皿２０Ｆ
の切欠き空間部２９Ｆ側の外縁部２１ａに設けられた突条部である。
【００６０】
　物品体Ａ６では、前記物品体Ａ２と同様に、横置きに際して、中皿２０Ｆが容器本体１
０Ｆの保持部１５Ｆに保持されて、その上部側が切欠き空間部２９Ｆとされるため、切欠
き空間部２９Ｆを介して容器本体１０Ｆの開口部１１の上部側からその内部の第１収容材
を視認することができる。また、中皿２０Ｆの上部側に設けられた落下防止部２５である
突条部２３Ｆにより、平置き時における第２収容材の落下を防止することができる。
【００６１】
　図１３は、平面視四角形状の容器本体１０Ｇに横置き時の左右両側に切欠き空間部２９
Ｇが形成されるように中皿２０Ｇが保持された物品体Ａ７の例である。この物品体Ａ７で
は、容器本体１０Ｇが胴部１２のうち平面部１３以外の他の面部１４が平坦面１４ｂ，１
４ｃ，１４ｄとして形成された平面視四角形状であり、開口部１１の左右両側に切欠き空
間部２９Ｇ，２９Ｇが配置されるように保持部１５Ｇ及び中皿２０Ｇを容器本体１０Ｇの
形状に対応させた以外は、前記物品体Ａ３と同様に構成される。図において、符号２３Ｇ
は中皿２０Ｇの切欠き空間部２９Ｇ側の外縁部２１ａに設けられた突条部である。
【００６２】
　物品体Ａ７では、前記物品体Ａ３と同様に、横置きに際して、中皿２０Ｇが容器本体１
０Ｇの保持部１５Ｇの直線部１１Ｌ側の段部１６ａと直線部１１Ｌの反対側の段部１６ｂ
との間に架設状態で保持されて、その左右両側が左右の切欠き空間部２９Ｇ，２９Ｇとさ
れるため、左右の切欠き空間部２９Ｇ，２９Ｇを介して容器本体１０Ｇの開口部１１の左
右両側の上下全体にわたってその内部の第１収容材を視認することができる。また、中皿
２０Ｇの左右両側に設けられた落下防止部２５である突条部２３Ｇにより、横置き時及び
平置き時の双方で第２収容材の落下を防止することができる。
【００６３】
　図１４は、平面視四角形状の容器本体１０Ｈに横置き時の上部側を斜めに開放した切欠
き空間部２９Ｈが形成されるように中皿２０Ｈが保持された物品体Ａ８の例である。この
物品体Ａ８では、容器本体１０Ｈが胴部１２のうち平面部１３以外の他の面部１４が平坦
面１４ｂ，１４ｃ，１４ｄとして形成された平面視四角形状であり、開口部１１の斜め上
部側に切欠き空間部２９Ｈが配置されるように保持部１５Ｈ及び中皿２０Ｈを容器本体１
０Ｈの形状に対応させた以外は、前記物品体Ａ４と同様に構成される。図において、符号
２３Ｈは中皿２０Ｈの切欠き空間部２９Ｈ側の外縁部２１ａに設けられた突条部である。
【００６４】
　物品体Ａ８では、前記物品体Ａ４と同様に、横置きに際して、中皿２０Ｈが容器本体１
０Ｈの保持部１５Ｈに保持されて、その斜め上側が切欠き空間部２９Ｈとされるため、切
欠き空間部２９Ｈを介して容器本体１０Ｈの開口部１１の上部側から一側方にわたってそ
の内部の第１収容材を視認することができる。また、中皿２０Ｈの斜め上側に設けられた
落下防止部２５である突条部２３Ｈにより、横置き時及び平置き時の双方で第２収容材の
落下を防止することができる。
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【００６５】
　図１５は、平面視四角形状の容器本体１０Ｉに横置き時の上部側から内部側へ切込状に
切欠き空間部２９Ｉが形成されるように中皿２０Ｉが保持された物品体Ａ９の例である。
この物品体Ａ９では、容器本体１０Ｈが胴部１２のうち平面部１３以外の他の面部１４が
平坦面１４ｂ，１４ｃ，１４ｄとして形成された平面視四角形状であり、一側方（図の例
では右側）の平坦面１４ｃの一部から平面部１３に対向する平坦面１４ｄの一部に至る部
分（容器本体１０Ｉの右上の角部側）以外に保持部１５Ｉを有する。
【００６６】
　中皿２０Ｉは、容器本体１０Ｉの開口部１１の一の角部（図の例では右上の角部）を内
部側へ切込状に開放して、その開放部分を切欠き空間部２９Ｉとする形状に形成される。
中皿２０Ｉの切欠き空間部２９Ｉ側の外縁部２１ａは、図示のように、一の角部（右上の
角部）側に略く字状に形成され、外縁部２１ａにそって中皿２０Ｉの上部側から一側部（
右側部）にわたって略く字状に屈曲した落下防止部２５である突条部２３Ｉが設けられて
いる。
【００６７】
　容器の横置きに際して、中皿２０Ｉは、容器本体１０Ｉの保持部１５Ｉに保持されて、
一側の角部（右上の角部）が切欠き空間部２９Ｉとされる。そこで消費者は、切欠き空間
部２９Ｉを介して容器本体１０Ｉの開口部１１の一側の角部（右側の角部）からその内部
の第１収容材を視認することができる。また、中皿２０Ｉの一側の角部（右上の角部）に
屈曲して設けられた落下防止部２５である突条部２３Ｉは、中皿２０Ｉの上部側から一側
方にわたってトップフィルム側へ突出し、上端全体がトップフィルムの裏面への当接部と
して構成される。そして、通常の平置き時には、中皿の２０Ｉは、保持部１５Ｉの各端部
１６ｅ、１６ｅに係止されて直線部１１Ｌの反対側に下るように傾斜するため、突条部２
３Ｉの高さが直線部１１Ｌ側ほど低くなるように形成される。そのため、落下防止部２５
である突条部２３Ｉは、横置き時及び平置き時の双方で第２収容材の落下を防止すること
ができる。
【００６８】
　本発明の容器入り物品体は、上記物品体Ａ１～Ａ９のように、容器本体１０（１０Ａ～
１０Ｉ）、中皿２０（２０Ａ～２０Ｉ）、切欠き空間部２９（２９Ａ～２９Ｉ）を、種々
の形状で構成することができるため、容器内において収容材の斬新な展示が可能となって
、容器本体と中皿の双方を視認可能とする機能性も向上させるとともに、消費者の購買意
欲を高めることができる。
【００６９】
　なお、本発明の容器入り物品体は、前述の実施例のみに限定されるものではなく、発明
の趣旨を逸脱しない範囲において構成の一部を適宜に変更して実施することができる。例
えば、容器本体や中皿に仕切りを設けて、第１収容材や第２収容材をさらに分離して収容
してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　以上の通り、本発明の容器入り物品は、横置き可能であるとともに正面側から透視でき
る切欠き空間部を備えるため、陳列時に横置きすることによって、第２収容材を正面側か
ら視認できると同時に容器本体内の第１収容材も透視でき、陳列場所に関係なく消費者に
対して容器全体の中身をわかりやすくアピールすることができ、消費者の購買意欲を高め
ることが可能である。また、本発明は容器自体の構成及び形状自体もこの種容器として新
奇で新鮮あり消費者の注目度も高く付加価値があり、従来の容器入り物品体の代替として
有望である。
【符号の説明】
【００７１】
　１　　　容器
　１０，１０Ａ～１０Ｉ　　容器本体
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　１１　　開口部
　１１Ｌ　開口部の直線部
　１２　　胴部
　１３　　平面部
　１３ｓ　傾斜した平面部
　１４　　胴部の平面部以外の面部
　１４ａ　湾曲面
　１４ｂ，１４ｃ，１４ｄ　平坦面
　１５，１５Ａ～１５Ｉ　　保持部
　１６ａ　直線部側の段部
　１６ｂ　直線部の反対側の段部
　１６ｅ　保持部の端部
　１６ｌ　保持部の円弧状の長い傾斜部
　１６ｍ　保持部の円弧状の短い傾斜部
　１６ｓ　保持部の傾斜部
　１７　　容器鍔部
　１９　　底部
　１９ｓ　傾斜状の底部
　２０，２０Ａ～２０Ｉ　　中皿
　２０ｓ　傾斜状の中皿
　２１　　皿面
　２１ａ　切欠き空間部側の外縁部
　２２　　載置段部
　２３，２３Ａ～２３Ｉ　　突条部
　２４　　リブ
　２５　　落下防止部
　２５ａ　落下防止部の上端
　２９，２９Ａ～２９Ｉ　　切欠き空間部
　３０　　トップフィルム
　３１　　フィルム面
　３１ｓ　上向き傾斜状の正面側のフィルム面
　３２　　外縁部
　３２Ｌ　外縁部の直線部
　３３　　つまみ部
　５１　　前側支持部
　５２　　後側支持部
　１００　ヒートシール装置
　１０１　シールバケット
　１１０　ヒートシール手段
　１１１　シールヘッド
　１２０　トリミング手段
　１２１　切断刃
　Ａ，Ａ１～Ａ９　　容器入り物品体
　Ａｓ　　横置き時の物品体
　Ｄ　　　水分
　Ｆ　　　フィルム体
　Ｆ１　　供給側フィルムロール
　Ｆ２　　巻取り側フィルムロール
　Ｍ１　　第１収容材
　Ｍ２　　第２収容材
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　ｔ　　　載置空間幅
　Ｗ　　　透視

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】
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